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鳥類によるオオカマキリの卵雲に対する捕食

赤塚隆幸

〒493-8001愛知県一宮市北方町北方字東土取114-1

はじめに

カマキリ類は秋になると,卵をスポンジ状の保護材で包んだ,外部環境から直接の影響を受

けない構造の卵嚢を作る(山崎1985,酒井2003)．１個の卵嚢に含まれる卵の数はオオカマ

キリ７１９"od9l1a”b肋Z'iaでは,126～423個だという記録がある(伊藤ほか1977)．鳥類によるカ

マキリ類の卵嚢に対する捕食例はいくつか報告されており,Fagan(2002)は鳥類によるカマキ

リの卵雲に対する捕食とふ化してくるカマキリ,カマキリ卵雲の寄生バチとの関係を調べる中

で,鳥類による捕食率を示した．

捕食する側の動物は,される側の生物群に何らかの影響を与えると考えられる.今回の調査

地では,カマキリの卵嚢の他にもイラガノM/b"ema施肥sceﾉﾌ゙ sの繭やクモ類の越冬卵雲に,鳥類

によると思われる食痕をみることができ,鳥類がこれらに何らかの悪影響を与えていると考えら

れた.鳥類と卵雲や繭における捕食被捕食関係は,特別な事例ではないものの研究は少な

い.そこで,捕食する側の動物がされる側の生物群にどのような影響を与えているかを知るきっ

かけとして,調査地で多く見つかったオオカマキリの卵嚢に対する鳥類による捕食について調

べた．

調査地および調査方法

調査地は岐阜県南部にある各務原市川島地区,羽島郡笠松町および隣接する愛知県一宮

市で,おもにクズRje飼a虚/b6a麺などのツル植物が覆うか,あるいはヒメムカシヨモギ＆増Ey℃〃

Ca"adbﾉ7砿やセイタカアワダチソウｓｏz/b<agoa的:"〃刀aなどが繁茂する草地だった.また,メダケ

月/巴ﾉb6jasms”oﾉ7〃などの笹やぶやノイバラノ?osamzﾉﾉ”b八aなどの低木の茂み,およびカワヤ

ナギｓａ雄glZg/白”やタチヤナギｓｓＵ６虚zgjfgなどで構成されるヤナギ群落などが,こうした環

境に含まれるかあるいは隣接していた(佐藤1988,赤塚2001)．
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